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  2023 年８月 23 日 

各 位 

会 社 名 I T b o o k ホールディングス株式会社 

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長 前  俊守 

 （コード：1447、東証グロース）

問合せ先 執行役員管理本部長兼ＣＦＯ 野間  崇 

  （電話番号：03‐6770‐9970）

  

 

資金使途変更に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2022 年３月 14 日付「第三者割当による新株式の発行に関

するお知らせ」（以下、「本第三者割当増資①」）及び 2022 年８月 15 日付 「第三者割当による新株

式の発行及び新株予約権の発行に関するお知らせ」（以下、「本第三者割当増資②」）において開示し

た調達資金の使途（以下、「資金使途」）を一部変更することを決議いたしましたので、お知らせいた

します。 

なお、本第三者割当増資①に関しては、本来 2023 年３月中での開示を行うべきでありましたが、

グループ会社への充当状況確認を同年４月から実施しましたが、新たな資金使途である株式会社サ

ムシング（以下、「サムシング」といいます。）での施工機の選定及び見積等に時間を要したため開示

が遅くなりました。株主の皆様をはじめとしたステークホルダーの皆様にご迷惑をおかけすること

を深くお詫び申し上げます。 

 

記 

 

１．本第三者割当増資① 

（１）変更の理由 

当社は、2022 年３月 14 日付「第三者割当による新株式の発行に関するお知らせ」２．募集の

目的及び理由 （１）本資金調達の目的及び理由に記載のとおり、当社グループの将来的な発展

と企業価値の向上及び、当社の連結子会社の株式会社サムシング（以下、「サムシング」といい

ます。）の重要顧客である大和ハウス工業株式会社（以下、「大和ハウス工業」といいます。）と

のシナジー創出並びに、当社役員の中長期的な株式保有による株主の皆様との価値共有が促さ

れ、中長期的な視点での企業価値向上が期待できると判断したため、本第三者割当増資①を実行

しました。 

そのような中、2022 年５月 16 日付「中期経営計画の変更のお知らせ」で公表した、新中期経

営計画（以下、「本中期経営計画」といいます。）を達成するために行った当社グループ会社の経

営陣の一新等により、対象のグループ会社において経営方針の変更が行われました。 

これにより、ＮＥＸＴ株式会社における拠点拡大計画による新規出店（当初予定額 40 百万円）

の取りやめ、ITbook テクノロジー株式会社における新商品の開発及び自社 IoT サービスの海外

（ASEAN 市場）への拡販費用（当初予定額 30 百万円）の計画の見直し（本第三者割当増資②の
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支出計画により充当予定です。）により、一部未充当資金（70 百万円）が発生しました。また、

東京アプリケーションシステム株式会社における体制強化を目的とした人材採用費用、及び拠

点拡大費用（当初予定額 50 百万円）において再計画を行った結果、当初の想定より時間を要す

るものの支出金額については下回る見込みとなったため、充当予定額（変更額 30 百万円）及び

支出予定時期を変更することといたしました（現時点の支出額約 10 百万円）。 

つきましては、上記の未充当資金（90 百万円）に関しては、出資先の大和ハウス工業とのシ

ナジーが高く資金需要を有するサムシングの施工機の取得費用に充当することといたしました。  

なお、サムシングにおける大型施工機（GI130）は充当済みであり、資金使途の変更により追

加した施工機の購入費用（90 百万円）に関しては 2025 年３月までに充当する予定です。 

 

（２）変更の内容 

資金使途の変更内容は次のとおりであります（変更箇所は下線で示しております。）。 

【変更前の内容】 

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

大型施工機（GI130）の購入費用（株式会社サムシング） 65 

2022 年３月～ 

2023 年３月 

北信越エリアへの進出を目的とした新規出店費用（株式会社サムシン

グ） 
50 

拠点拡大及び派遣人員採用の強化に伴う費用（ＮＥＸＴ株式会社） 64 

事業規模拡大に向けた人材採用費用及び、建築・土木 IoT、環境・防

災 IoT 等の新商品の開発及び自社 IoT サービスの海外（ASEAN 市場）

への拡販費用（ITbook テクノロジー株式会社） 

60 

体制強化（ニアショア・ラボ/SES 事業拡大、人材育成、エリア拡大）

を目 的とした人材採用費用及び、高収益の現ビジネスモデルを群馬、

長野エリアへの拡大費用（東京アプリケーションシステム株式会社） 

50 

サービス提供エリアの拡大・強化を目的としたサテライトオフィスの

新規開設及び人材採用費用（みらい株式会社） 
50 

資金使途の合計 339  

 

【変更後の内容】 

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

大型施工機（GI130）及び施工機の購入費用（株式会社サムシング） 
155 

2022 年３月～ 

2025 年３月 

北信越エリアへの進出を目的とした新規出店費用（株式会社サムシン

グ） 
50 

2022 年３月～ 

2023 年３月 派遣人員採用の強化に伴う費用（ＮＥＸＴ株式会社） 24 

事業規模拡大に向けた人材採用費用（ITbook テクノロジー株式会社） 30 

体制強化（ニアショア・ラボ/SES 事業拡大、人材育成、エリア拡大）

を目 的とした人材採用費用及び、高収益の現ビジネスモデルを群馬、

長野エリアへの拡大費用（東京アプリケーションシステム株式会社） 

30 
2022 年３月～ 

2025 年３月 

サービス提供エリアの拡大・強化を目的としたサテライトオフィスの

新規開設及び人材採用費用（みらい株式会社） 
50 

2022 年３月～ 

2023 年３月 

資金使途の合計 339  
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２． 本第三者割当増資② 

（１）変更の理由 

当社は、2022 年８月 14 日付「第三者割当による新株式の発行及び新株予約権の発行に関す

るお知らせ」２．募集の目的及び理由 （１）本資金調達の目的及び理由に記載のとおり、本中

期経営計画の達成におけるコア事業への投資及び財務基盤の安定を目的に本第三者割当増資

②を実行しました。 

当社で進めているクロスセルによる事業を拡大させるための統合顧客データベース構築及

び Web サービス拡充に関しては、グループ各社へのヒアリングや情報収集が当初の見込みより

時間を要しているため、データベース化及び Web サービス拡充への支出予定時期を変更するこ

とといたしました。 

株式会社三愛ホームによる販売用不動産の取得に関して、当初の予定より、不動産の選定及

び交渉に時間を要しているため、不動産の取得時期が 2024 年３月期中になる見込みとなった

ため支出予定時期を変更することといたしました。 

株式会社イストにおいて、福岡県又は愛知県への新規出店の検討を行っておりますが、新規

エリア進出のための需要リサーチ、対象物件の選定、及び人員確保に時間を要しており、支出

予定時期を変更することといたしました。 

上述のとおり、当初予定していた資金使途の支出予定時期に変更が生じたため、以下（２）

変更の内容に記載のとおり変更するものです。 

なお、現時点において新株予約権の行使条件の未達により新株予約権による資金調達は行え

ておりません。 

 

（２）変更の内容 

資金使途の変更内容は次のとおりであります（変更箇所は下線で示しております。）。 

【変更前の内容】 

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

グループ各社におけるアクティブな既存顧客基盤（18,000 社超）に対

するクロスセルをより効率的に実施し、事業を拡大させるための統合

顧客データベース構築及び Web サービス拡充費用（当社） 

50 
2022 年９月～ 

2023 年３月 

今後の注力分野として位置付けている非戸建住宅のマーケット獲得の

一環として、従来、取扱いが少なかった大型の建物（高層ビル・物流

倉庫等）を対象とした地盤改良工事の強化及び高度経済成長期のビル

等における「解体ラッシュ」により需要が高まりつつある、解体建物

の改良杭の杭抜き・破砕工事サービス分野への進出を目的とした、大

型施工機１機の購入費用（株式会社サムシング） 

150 
2022 年９月～ 

2025 年３月 

新規事業（破砕工事）の事業化調査及びそれに伴う設備費用（株式会

社サムシング） 
50 

2022 年９月～ 

2025 年３月 

販売用不動産の取得費用等（株式会社三愛ホーム） 
200 

2022 年９月～

2023 年３月 

教育人材派遣分野の事業拡大を目的とした、福岡県又は愛知県への出

店費用（株式会社イスト） 
30 

2022 年９月～ 

2023 年９月 

オペレーション効率向上及びボーリング設備増設・移転によるエリア

開拓を含む事業拡大を目的とした、技術センター（埼玉県所沢市北岩

岡）と資材センター（埼玉県所沢市中富）との統合に係る本社移転費

252 
2022 年９月～ 

2026 年３月 
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用等（株式会社アースプライム） 

当社グループの既存事業との相乗効果を期待できる IT 及び建設関連

のＭ＆Ａ費用（当社） 
200 

2022 年９月～ 

2026 年３月 

事業規模拡大に向けた人材採用費用及び、建築・土木 IoT、環境・防災

IoT・ヘルスケア IoT 等の新商品の開発及び自社 IoT サービスの海外

（ASEAN 市場）への拡販費用（ITbook テクノロジー株式会社） 

21 
2023 年４月～ 

2026 年３月 

資金使途の合計 953  

 

【変更後の内容】 

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

グループ各社におけるアクティブな既存顧客基盤（18,000 社超）に対

するクロスセルをより効率的に実施し、事業を拡大させるための統合

顧客データベース構築及び Web サービス拡充費用（当社） 

50 
2022 年９月～ 

2025 年３月 

今後の注力分野として位置付けている非戸建住宅のマーケット獲得の

一環として、従来、取扱いが少なかった大型の建物（高層ビル・物流

倉庫等）を対象とした地盤改良工事の強化及び高度経済成長期のビル

等における「解体ラッシュ」により需要が高まりつつある、解体建物

の改良杭の杭抜き・破砕工事サービス分野への進出を目的とした、大

型施工機１機の購入費用（株式会社サムシング） 

150 
2022 年９月～ 

2025 年３月 

新規事業（破砕工事）の事業化調査及びそれに伴う設備費用（株式会

社サムシング） 
50 

2022 年９月～ 

2025 年３月 

販売用不動産の取得費用等（株式会社三愛ホーム） 
200 

2022 年９月～

2024 年３月 

教育人材派遣分野の事業拡大を目的とした、福岡県又は愛知県への出

店費用（株式会社イスト） 
30 

2022 年９月～ 

2025 年３月 

オペレーション効率向上及びボーリング設備増設・移転によるエリア

開拓を含む事業拡大を目的とした、技術センター（埼玉県所沢市北岩

岡）と資材センター（埼玉県所沢市中富）との統合に係る本社移転費

用等（株式会社アースプライム） 

252 
2022 年９月～ 

2026 年３月 

当社グループの既存事業との相乗効果を期待できる IT 及び建設関連

のＭ＆Ａ費用（当社） 
200 

2022 年９月～ 

2026 年３月 

事業規模拡大に向けた人材採用費用及び、建築・土木 IoT、環境・防災

IoT・ヘルスケア IoT 等の新商品の開発及び自社 IoT サービスの海外

（ASEAN 市場）への拡販費用（ITbook テクノロジー株式会社） 

21 
2023 年４月～ 

2026 年３月 

資金使途の合計 953  

 

３．今後の見通し 

本件による当社連結業績に与える影響は軽微でありますが 、今後、業績等に影響を与える

事象が発生すると判断した場合には、速やかに開示いたします。 

以上 

 

 


